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当院における小児単純撮影の 工 夫 （固定具を中心 として）

○ 那須武久 岸本健治 辰 己大 作 細貝 実 今 田君人

大阪市立大学医学部附属病院 中央放射線部

頓 醐

小児 単純 撮影では乳幼 児か ら学薫児まで と体格 が異な り、精神 的にも未成熟なので 撮影

に対して 固定具等の 工 夫が必 要 になる。そこで 当院で 使用してい る固定具 や補助具 の

作成、改 良を紹 介する。
掴 定具の材鰯

固 定 具等 の 材質 として使 用して い た発泡ス チ ロ
ー

ル か ら、建築素材 として 用い られ る

高発泡ポリエ チ レ ンを用い た。四 肢、体 幹部を 固定するの に、透 明で 伸縮性 が ある

塩化ビ ニ ー
ル シ

・一・トを使用した。（Fig．1）高発泡ポリエ チレ ンは 断熱材などに使用

され てい るので 保温力もあり、加 工 が 容易なの で 繊 ざまな補助具を作成しました。
1手 指 および手 の 固 定具囲

肘 関節まで 固定できるように （F喀．2の 丸印部分 ）大きさを伸 ばしました。
固 定をする場合に は透 明な塩化ビ ＝ −1ル シ

ー
トで 上か らか ぶ せ て 固定します。

置下肢 全畏撮影 の 固定具 萋

骨 盤部は傾きや隙間などをなくすため に骨盤両側か ら高発泡ボリエ チレ ンを 挟むtとで

安定させ 、プ ロテクターを貼 り付けた塩化ビ ；＝ 一ル シ ートで 体 の ．辷か ら圃 定を行 いました。
膝 関舗部分は 膝蓋 骨を正 面 に むか せ 、安定 させ るため に 膝の 裏側 に 山型 のポリフtF 一

ム

をい れ 、膝関節の 上か ら高発泡ポリエ チレンをか ぶせ て 固定をしました。
足 関錬部分は 足 が 内旋し安定で きるように 工 夫してい ます。（Fig．3）
1臥 位足 撮影の 固定具 1
足正薗の 揚 合は下腿骨を（Fig．4）の 丸印部分 にい れて、上か ら塩化ビ ニ

「 ル シ
・一一トで

飃定しました。斜位撮影の 場合 は45度程度 の 楔型補 助具を用い ます，
塩 化ビ ．Xbe 一ル がX線 との 接線 方向とな る部 分 にア t一チ ファ クトとして 写 っ てきま すが、
被写体外で すので 闇題 はない と考えます。（Fig．5）
1立位 足 撮影の 固定具 ）

下肢全長 と同様 で 骨盤 部の 傾 きや勤 きをなくすために、高発泡ポ リエ チV ン で

両側か ら固定します．固定具 の 下の所 にカセ ッテが 擁入 で き、
立 位 正 面 像が撮影で きます。（Fig6）
鑑 嬲

建築 素材である高発泡ポ リエ チレ ン は柔らか く、保飆力があり、加 工しやすい 特徴 があっ た

X線吸収 がほ とん どなく、固 定具 として 最適な 累材で あっ た

塊化ビニ ール シ・一一トは 透明で 伸縮性もあるの で、滑りにくく固定した部位を 目視町能で ある

欠点として固定具使用時に皺や撓みな どの 不 用な画像が写っ て しまうため、注意する必要 があっ た

謹結謹

高発 泡ポリエ チレン と塩化ビXy ル シ
ートを組 み 合わ せ た、当院 に お ける小 児用 固定具を紹 介した。

各施設におい ても、これらの薪素材を利 用して 工 夫を凝らした固定具を製作 してもらいたい。
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Mg ・5 臥位足斜位固定と σR 写真

Eg ．2 手 籀固定

Fig，3 下肢全長固定

ITig．6 立位足固定具
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